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#02 the rebirth

　その日、私は九度目の転生を祝福された。
｢父と子と精霊の御名において、汝……｣
　司教の長々しい文句を前に、私は生あくびを噛み殺すのに必死だった。体裁を繕い跪いてはいるものの、まだ人工子宮から出立てのこの新しい身体に感覚が馴染んでいない上に、意識も判然としない。先ほどまで永い眠りについていたではないかと言われては困りものだが、それはこれを味わったことがない者だから言える暴言だ。果たして、私が最後に〈名誉ある死〉を与えられてからどれほどの月日が経過したのだろうか。
　なぜ自身の死を与えられたと表現したかには訳がある。私は軍籍に身を置く者だ。無論、その籍はまともなものではない。私が与えられてきた多くの任務は暗殺・諜報・破壊工作・政治誘導……ありとあらゆる非合法な活動を祖国の掲げる正義の名の下に為果せてきた。第四次非核大戦末期、ノースガーランド上陸作戦での「危機的状況」を個人で終息させたその功績を認められ、私は予てより計画されていた実験の被験者第一号として任命された。代替不能な希有な才覚を有したコンテンツを継続的に利用する為の技術。例え失われたとしても手元のバンクからいくらでも再生可能な不死身の人間。人の持つ知識・経験・記憶全てを新たな肉体に転写しようと試みた研究の副産物、それが私という存在であった。故に、私が死ぬその大半が任務上のことに限られると言っても過言ではない。老衰は未だ経験したことがない。大半の死は政治的な理由により眠らされるに等しいものであり、転生された時とは即ち、それだけこの国が面倒な状況に置かれていると考えてまず間違いない。
　肩に一枚の薄布がかかる。どうやら司教の長々しくも有り難い祝福の御言葉は終わりを告げ、従者が衣を羽織わせてくれたようだ。見上げるとそこには修道女がいた。
　ふむ、中々の女だ。私は一瞬で値踏みを終えた。既に意識は晴れ渡っていた。
｢ありがとうございます｣
　そんな下心を露とも見せず私は立ち上がると、半裸体の男を前に生娘のように頬を赤らめる修道女へ殊勝に頬笑んだ。そして慣れたように修道女の手を取ると、耳元で甘く囁いた。
｢いかがでしょうか、シスター。この後、一緒にお食事でも。なにぶん久々の現世ゆえ、まだ足取りもおぼつかないのです。どうか手を貸しては頂けませんか｣
｢え？　あ、あの、その……あ……｣
　女は震えていたが、もう断れないことは判っていた。私にはそれだけの人を惹きつける魅力がある。そして私は、誰よりも自身でそれを完全に理解していた。私は修道女の腰に手を回すと、首元の髪を優しく払いのけてやる。女は抵抗しない。抵抗できない。他の従者たちの戸惑いが、刺すような視線が全身を貫いても、私は気にしない。寧ろこの破廉恥な状況を楽しんですらいた。
｢そこまでだ！　ディケンズ！｣
　聖堂に割れ鐘のような一喝が響き渡る。
　懐かしい名だ、そう思い振り返り顔を上げるとそこには軍服に身を固めた指揮官然とした一人の女性将官が立っていた。
｢貴様、ここを何処だと考えている！　その手癖の悪さは何度死んでも変わらんようだな！｣
｢この声、その顔……まさか、あんたサキちゃ、サキ少佐か？　これまた老い……｣
｢どうやら転生早々、営倉行きになりたいようだな貴様は……それと今は中将だ。口を慎め｣
　聖堂は静まりかえった。先ほど手籠めにしようとした修道女も我に返ったようで今では両手を腕の前で組み、神への赦しを乞うているように見える。
　サキはくるりと踵を返すと何も言わずに聖堂の出口へ向かった。黙してはいるものその背中からは明らかに付いてこいと言うメッセージが読みとれる。付いてこなければ、という殺気のおまけ付きでもある。まさかサキが上司になっているとは。ため息ものだ。
「それでは、また神の思し召しがあれば……」
　私が柔らかなキスを修道女の額にし、名残惜しそうに言い去ると女はその場に倒れ伏した。


「足取りがおぼつかないのではなかったのか？」
　用意された服に着替え、鼻歌交じりに追いついた私にサキが一瞥もくれず見透かしたように言い放つ。
「つれないですね、ちゅーじょー。およそ四十年ぶりの再会と言ったところでしょう。優しくしてくださいよ」
「出来ることなら二度と会いたくなかったよ」
「またまたそんな事を言って……八度目の転生の際に立ち会って頬を染めていたあの頃のサキちゃんは一体どこに」
「部下の前で間違ってもその呼び名を口にしてみろ。次の転生は無いと思え」
「そろそろ天寿を全うしてみたいものですがね」
「ならば祈れ。ここはそのための場所だ」
「祈りで救われる世なら、そこに俺の居場所はありませんね」
　私のその言葉に、サキは初めて向き直った。
「わかっているじゃないか。外に迎えが来る。詳しくはそれからだ」
　美しく老いたものだ。私は感心する。思わず口に出かけたが、今のサキならば問答無用で眉間に風穴を開けてくれそうだ。サキが背を向けると私は一人破顔し、サキの後について聖堂前に正確なタイミングで滑り込んできた公用車に乗った。
「しかし、研究所の上に聖堂……この習慣、いい加減なくなりませんかね？　生まれたてのほやほやベトベトの身体でいきなりお堅い洗礼って、こっちの身にもなってくださいよ。罪を洗われる前にまず熱いシャワーで身体を洗いたい」
　もはや定型となりつつある文句を私はぶちまける。恐らくこれで九度目だ。
「お前のような非人道的な存在を赦すには、時に宗教の力を借りざるを得んのだ。少なくとも、建て前としてはな」
　これまた九度目の解説だ。しかし、「建て前」とはっきり言ってしまう辺りはサキらしい。
「くだらんおしゃべりはここまでだ。まずは渡すものを渡しておこう」
　サキが封蝋された書簡を差し出す。
「書類は苦手なんですが」
　私は本当に嫌そうな顔をする。
「そんなことはわかっている。大半の手続きは処理済みだ。それは貴様の新たなIDに、セーフハウスの鍵、そしてここ四十年で変化したこの世界の文化・風俗・習慣・法律・社会情勢・科学技術を記したデータ諸々だ。まずは転生後の世界に慣れろ。先ほどの破廉恥な行為も、本来なら極刑ものだ」
「随分とお堅い世界になったようで……」
　そう言い、封を解き逆さにすると、なるほどIDとキーとメモリセルらしきものだけが落ちてきた。私はメモリセル―――私の知っている規格とは大きく異なるが―――を拾い上げ眺める。
「これは？」
「MIRAGEシステム用のメモリセルだ。名前ぐらいは聞いたことがあるだろう。もはやこの世界はそれ無しでは回らないように出来ている。貴様の新しい身体にも既に登録済みだ」
「WWW以降最大の発明と言われたあのVR技術ですか？　軍事利用からってのはいつの時代も変わりませんねえ。あれですか、常に視界の端には検索ウインドウが表示されて、ポップアップで勝手に広告は表示されるわ、ソフトはダウンロードされるわでセキュリティソフトは常にウザい感じですか」
「民生品と一緒にするな。軍の最高規格に身を守られているのに感謝するんだな」
　指の先ほどのメモリセル。端の爪らしき部分を折って伸ばすとコードが現れた。
「あとはそれを頬骨下のプラグに差し込んでインストールすれば仕舞いだ。どうだ、書類嫌いの貴様には良い時代になったものだろう」
　皮肉めいたサキの言葉。
「ああ、こんなとこに穴を開けちまって……普通、こういうのって頸部にあるもんじゃないんですか」
「そちらの方が利便性に優れているだけのことだ。貴様自身が軍の所有物、現在は私の管轄下にあるということを忘れるな」
　もはや自分という存在に自らの所有権はない。そんなことは実験計画への参加署名にサインを書いたあの日、もう数百年も前になるあの時点で百も承知だ。しかし、サキに面と向かって言われると、こう、背筋にゾクゾクするものがある。悪くない。ふぅ。
「貴様……何を考えている」
　サキの眼が生ゴミを見るそれかのようだ。嫌悪感以外全く感じられない。
「いえ、なんでもありません。少し、昔のことを思い出していただけであります」
「上官の前で良い度胸だ。執務中は慎め」
「はっ」
　サキは三、四秒のあいだ、押し黙って私を睨んでいた。
「着いたようだな」
　大通りを抜け、暗い路地に入って車が止まる。
「ここは？」
「別に車を用意してある。一応の用心だ。此処から先、セーフハウスへは自分で迎え」
「了解しました。それで、今後の行動は如何に」
「まずは二週間の休暇を与える。ブリーフィングはその後だ。それまでに足取りくらいはしっかりとしたものにしておけ」
[bookmark: _GoBack]　相変わらず素直ではない。しかし、可愛いものだ。私はサキの顔をじっと見つめる。私の知らぬ間にどれだけの戦場を渡ってきたのだろうか。鼻頭に大きく走った切傷に、目尻に深く刻まれたしわ、彼女の歩んできた人生が人並みのものではないことを物語っている。眠りに入ったのはつい昨日のように感じるが、やはりそれだけの時が経過していることを改めて認識する。
「なにを見ている。さっさと降りろ」
「なに、愛しいサキ中将のご尊顔をば……って、うわ！」
ホルスターに手をかけるサキに追い立てられるように私は車を降りる。
「待て」
　サキが私を呼び止める。
「まだなにかあるんですか？」
「これは貴方の私物だ」
　窓越しに古く黄ばんだ小包を渡される。そして一瞬、幻覚でも見たかと思ったが、初めてサキが母親のように鷹揚な笑みを浮かべていた。
　受け取った小包を開けると中からは古びたエンゲージリングに、よく手入れされた一見すると小太刀とも鉈とも言えぬ奇妙に湾曲したナイフが現れた。柄を握りしめ、甲の上で回し逆手に握りかえる。馴染む。私の半身ともいえる得物。転生以前の感覚が蘇るようだ。
　サキはその様子を確認するかのように眺めていたが、やがて満足したように前を見すえた。
「車を出せ。いや、少し待て」
　車の窓をノックし、この場を去ろうとするサキを止める。サキが窓を下げると、私は彼女の頬に優しくキスをした。
「ありがとう、私が愛した女の娘。サキ・A・ジンマーマン」
「娘の娘の娘……いえ、もっと昔の話でしょう」
　そう言い残すと今度こそ窓を閉め、サキを乗せた車は走り去った。
　私はエンゲージリングをそっと指に嵌め、一人、車に乗り込んだ。
…This story is to be continued.

